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〈読者の皆さまへ〉
「DATAページ」（各プラットフォーム別加入状況および業界動向データ、CS/BSペイテレビ接触率ランキングなど）の
掲載を今号も見送ることとなりました。上記各種データは、誌面には掲載しておりませんが、2025年8月10日に弊社HP

（https://www.satemaga.co.jp/）にPDFにてアップしております。お手数ですが、こちらから閲覧くださいますようお
願い申し上げます。

2025年8月10日 サテマガ・ビー・アイ（株） 月刊「B-maga」発行人  一瀬悦子／編集長  池和田一里

ゲストに河合優実さん登場
J:COM BS、10月から24時間放送に
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※福田 淳氏の「考えるメディア」は、今号もお休みさせていただきます。
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える時代に入っていくと感じています」と挨拶した。
会見ではスペシャルゲストとして、俳優の河合優実さん

が登場。河合さんからNHK総合他で放送中の連続テレ
ビ小説『あんぱん』の撮影秘話などが語られた。また、7月
1日から放送を開始した「J:COM BS」についての説明も
行われた。
「J:COM BS」は、BS松竹東急の放送事業を継承す

るかたちで7月1日から放送を開始した2Kの無料チャンネ
ル。「6月18日に放送を継続することを発表し、7月1日の
開局までにほとんど時間がない状況でした。現在は1日

（一社）放送サービス高度化推進協会（東京・港区、以
下A-PAB）は7月10日、記者発表会を開催した。

会見冒頭、理事長の加増良弘氏が登壇。「2000年
12月のBSデジタル放送スタートから四半世紀となる今
年は、BSデジタル新時代が始まったと、私は考えていま
す。4K視聴可能なテレビ受像機は累計で、2,300万台
近くまで伸びてきました。BSデジタル放送が視聴可能な
世帯の半分超が視聴できる環境になった計算です。4K
も8Kも、有料サービスも無料放送も、それぞれの個性が
しっかりと視聴者の皆さんに浸透し、大いに活用してもら

14時間の暫定編成を取っているが、10月からは24時間
放送でお届けします」と伊藤彰伸JCOM BS常務取締
役が説明した。

河合優実さんが
4KをPR


